研究委員会資料　2025/６/11
令和７年度　徳島県中学校技術・家庭科研究会（家庭分野）事業計画
全国中学生創造ものづくり教育フェア　徳島県予選
           「豊かな生活を創るアイデアバッグ」コンクール
   審査について　　提出締切：令和７年８月20日（水）　　　17：00　必着
                   提 出 先：藍住中学校　久次米久美子
                   提 出 物：規定の様式のワークシートと作品
                   応 募 数：各校４点まで
                   審 査 員：総合教育センター　平田聡美　指導主事等　
※  今年度も２次審査は行わず、提出したワークシートと作品で審査を行う予定です。
※  全国中学生創造ものづくり教育フェア「豊かな生活を創るアイデアバッグコンクール」は
令和８年１月３１日（土）開催予定。Zoomを使ったオンライン開催。

※　ワークシートは全国大会に準じる。（全日中技術・家庭科のＨＰ【http://www.ajgika.ne.jp】を参照）
※　審査項目は全国大会に準じる。（全日中技術・家庭科のＨＰを参照）
※　創造ものづくり教育フェアに出品した生徒には、賞状を授与する予定です。
※　状況により、内容が変更になることがあります。
※　詳細についてのお問い合わせは、下記にお願いします。
徳島県中学校教育研究会 技術・家庭部会ＨＰ

https://chukyoken-gijutsukatei.tokushima-ec.ed.jp/
　本大会は、ものづくりの発表を通して、知識や技能を習得し活用することにより、ものをつくることや活用の喜びを味わう機会とするために開催しています。できるだけ多くの生徒に参加してもらえるよう、お声かけをよろしくお願いいたします。
　徳島県予選に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

  　久次米久美子　 藍住中学校　板野郡藍住町奥野字矢上前１８番地１
            TEL ： 088-692-2505  

 FAX ： 088-692-2709   　E-mail： kujime_kumiko_1@g.tokushima-
アイデアバックの課題について　　全中技術・家庭科研究会HPより引用

新学習指導要領　Ｂ衣食住の生活　衣生活　(５)　ア　 生活を豊かにするための布を用いた製作
ア　製作する物に適した材料や縫い方について理解し、用具を安全に取り扱い，製作が適切にできること。
イ　資源や環境に配慮し、生活を豊かにするために布を用いた物の製作計画を考え、製作を工夫すること。
（内容の取扱い）
　キ　（５）のアについては、衣服等の再利用の方法についても触れること。
■競技の課題および課題製作上の注意点について
(1)　競技の課題について
　『バッグ（ショルダーバッグ、トートバッグ、リュックサックなど）』とする。
(2)　使用する布について
・バッグ本体の全部または，一部に、家庭にある自分または、家族の衣服を用いる。
その他、衣服以外の布などを加えてもよい。
(3)　デザイン及び機能について　
・衣服の一部をそのままの形で1つ以上活用する
（例：ポケットの形状やボタンをそのまま利用する　など）
・『バッグ』の口を閉じられるようにして、中身が出ない工夫をする。
(4)　縫製について
・入れるものに必要な強度が保たれるように、布目の方向や縫い目の大きさ及び縫い代の始末の仕方な
どを工夫する。　　　　　　　　　　　　
・バッグのいずれかの部分にまつり縫いを取り入れる。
・スナップは、必ず１つ以上付ける。　　　
・３時間程度で製作できる作品とする。
(5)　レポートについて　
・レポートには、「テーマ」、「構想」、「自分や家族の生活を豊かにする視点」、「私にとってのも
のづくりの視点」と「衣服の再利用の工夫（どの部分をどのように　活用するか）」その理由を明記
すること。また，まつり縫い・スナップを取り入れた部分を明記すること（朱書きする）。
・解体前の全体像を、写真またはイラストで表す。
(6)　プレゼンテーションについて
・当日はオンラインにて「製作した『バッグ』について、３分以内の発表を行う。その際、利用方法、
「自分や家族の生活を豊かにする視点」「私にとってのものづくりの視点」、「衣服の再利用の工夫
の視点」から発表をする。そのあと審査員から作品や製作について２分程度質疑応答を行う。
・プレゼンテーションは「zoom」でできること全てを認める。
(7)　作品全般について
　・　生成AIによる生成物を自己の成果物として応募・提出しないこと
豊かな生活を創るアイデアバッグ製作レポート
	都道府県名

	ふりがな
学校名　
	ふりがな
生徒名　　　　　　　　　（　　）年

	<製作テーマ(入れるもの)
　　


	<作品PR>
1 自分や家族の生活を豊かにする視点
2 私にとってのものづくりの視点
3 衣服の再利用の工夫の視点（どの部分をどのように活用するか）


	<材料と分量>
＊使用する材料はすべて個数も記入　布の材質・種類・容量等も具体的に記入
<出来上がり予想図>
＊ポイントになるところがわかるようにバッグの前後(横)など角度を変えて記入


	<活用部分と型紙配置図(型紙は必要な枚数を記入) >


	<製作工程>



